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古
屋

第
二
十
七
回
光
町
ポ

ン
プ
操
法

大
全
が
七
月
三
日
に
行
な
わ
れ
､

三
十

一
部
､
四
三
六
人
が
参
加
し

て
ポ
ン
プ
操
法
の
技
を
競

い
ま
し

た
｡
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
は
､
第

五
分
団
第
三
部
(入
)
が
初
優
勝
､

ポ

ン
プ
自
動
車
の
部
で
は
'
第
五

分
団
第

一
部
が
十
二
回
連
続
優
勝

を
し
ま
し
た
｡

成

績

小
型
ポ

ン
プ
の
部

一
位

第
五
分
団
第
三
部
(
入

)

二
位

第
七
分
団
第
四
部
(白
磯
)

三
位

中
央
分
団
第
三
部
(
西
高
野
)

E
]位

第
二
分
団
第
二
部
(宝
米
)

十
二

回

連

続

優

勝

五
位

第
七
分
団
第
二
部
(木
戸
)

六
位

第
二
分
団
第
三
部
(
二
又
)

ポ

ン
プ
自
動
車
の
部

一
位

第
五
分
団
第

1
部
(古
屋
)

二
位

第
七
分
団
第
三
部
(
関

)
部卿 とLl:操法

人
は
初
優
勝

部
で
四
位
､
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

で
六
位
と
な
り
ま
し
た

｡

こ
の
大
会
で
､
小
型
ポ

ン
プ
の

部
出
場
の
第
五
分
団
第
三
部
二
番

異
川
島
敏
彦
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
｡
最
優
秀

賞
は
､

小
型
ポ

ン
プ
の
部
出
場
全
チ

ー
ム

の
指
揮
者
と

一
番
上

二
番
員
の
中

で
､
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
の

一
番

優
れ
て
い
た
人
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
｡

な
お
､
当
町
出
場
チ
ー
ム
か
ら

の
受
賞
は
今
回
が
初
め
て
で
す
｡

県
民
の
日
行
事

｢
カ

ラ
オ
ケ
大
会
｣
が
七
月

三
日
､
八
日
市
場
市
立

第
二
中
学
校
体
育
館
で

盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
｡

こ
の
大
会
に
は
'

銚
海
匝
郡
市
の
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
家
の
中
か
ら
選

び
ぬ
か
れ
た
三
十
五
人

の
万
が
た
が
出
場
し
､

自
慢
の
の
ど
を
披
露
し

ま
し
た
｡
当
町
か
ら
も
､

カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
代
表

敢
闘
賞

鈴
木
忠
夫
さ
ん
(小
川
台
)

曲
目

佐
倉
恋
唄

努
力
賞

越
川
美
代
子
さ
ん
(二
又
)

曲
目

夫
婦

小
川
栄
棋
さ
ん
(
目
篠
)

曲
目

夢
暦

五
人
が
出
場
L
t
次
の
方
が
た
が

入
賞
し
ま
し
た
｡

▲ 熱唱する越川美代子 さん
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436団員を代表 して宣誓 をする第 5分団第 I部 大木薫 さん

優
勝
の
両
チ
ー
ム
は
'
七
月
六

白

に
行
な
わ
れ
た
海
匝
支
部
操
法

大
全
に
出
場
し
､
小
型
ポ

ン
プ
の

I.tU1

▲川 島 敏 彦 さん

まさか私 が受賞 で きるとは思 ってい ませ ん

- で Lf=｡ とて もうれ しいです｡
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木
戸
浜
海
岸
の
海
開
き
が
七
月

十
五
日
に
行
な
わ
れ
､
斉
藤
町
長
､

小
川
観
光
協
会
長
を
は
じ
め
関
係

者
約
五
十
人
が
､
こ
の
夏

の
海
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
｡

七
月
二
十
三
日
に
は
､
観
光
協

会
主
催
に
よ
る
宝
さ
が
L
や
チ
ビ

ッ
コ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の
催
し

物
も
あ
り
､
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
｡

な
お
､
海
水
浴
場
の
開
設
期
間

は
八
月
十
九
日
ま
で
で
す
｡




